
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

特
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
に
策
定
し
た
「
鴻
巣
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び

適
正
配
置
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
」
に
基
づ
き
、
小
・
中
学
校
の
規
模
や
配
置
等
の
適
正

化
に
取
り
組
む
た
め
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
学
校
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

問
い
合
わ
せ
／
教
育
総
務
課
小
・
中
学
校
適
正
配
置
担
当
（
内
線
３
３
６
４
）

児童・生徒数の推移 （各年５月１日現在）

Ｑ　
な
ぜ
小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
取

り
組
む
の
？

Ａ　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
鴻
巣
市
の
児
童
・
生
徒
数
も
年
々
減

少
し
、
小
・
中
学
校
の
小
規
模
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

学
校
の
小
規
模
化
は
、
子
ど
も
同
士
の

人
間
関
係
や
社
会
性
の
育
成
、
学
校
と
し

て
の
教
育
指
導
等
、
学
校
を
運
営
し
て
い

く
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
学
校
規
模
や
配
置
に
よ

る
格
差
を
少
な
く
し
、
小
・
中
学
校
の
教

育
環
境
を
整
備
し
、
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
取
り
組
む
も
の
で
す
。

Ｑ　
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
と
い
う

け
れ
ど
、
子
ど
も
の
数
は
ど
う
な
っ
て
い

く
の
？

Ａ　
本
市
の
０
歳
〜
14
歳
の
年
少
人
口
の

推
移
は
【
表
１
】
の
と
お
り
年
々
減
少
し

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
は
？

Ａ　
【
表
２
】
の
と
お
り
合
併
当
時
の
平

成
17
年
度
は
、
市
内
の
全
小
学
校
の
児
童

数
は
６
，９
４
０
人
、
全
中
学
校
の
生
徒

数
は
３
，７
０
５
人
、
合
計
１
０
，６
４
５

人
で
し
た
が
、
令
和
２
年
５
月
１
日
現

在
で
は
、
市
内
全
小
学
校
の
児
童
数
は

５
，５
７
５
人
、
全
中
学
校
の
生
徒
数
は

２
，９
２
９
人
、合
計
８
，５
０
４
人
と
な
っ

て
お
り
、
約
２
割
減
少
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
学
校
の
適
正
規
模
っ
て
？

Ａ　
国
の
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
よ

り
12
～
18
学
級
の
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
ひ
と
つ
の
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
「
地
域
の
実
態
そ
の
他
に
よ
り

特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で

な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
学
校

配
置
や
通
学
区
域
の
見
直
し
を
含
め
て
、

適
正
規
模
化
に
向
け
た
対
応
を
図
り
ま

す
。

表２

「国立社会保障・人口問題研究所」人口統計より引用　（平成27年、令和２年は３月１日の実数）

年少人口の推移表１

年　齢 平成27 令和２ 令和７ 令和12 令和17 令和22

０～４歳 4,344 3,963 3,500 3,297 3,090 2,854

５～９歳 4,837 4,611 4,129 3,698 3,498 3,292

10～14歳 5,181 4,986 4,445 4,142 3,713 3,518

計 14,362 13,560 12,074 11,137 10,301 9,664

全体人口 119,201 118,257 112,410 108,237 103,339 98,004

年　度
学校名 平成17 平成26 平成28 平成30 令和２

鴻 巣 東 小 356 286 279 284 284 
鴻 巣 南 小 490 525 478 453 404 
馬 室 小 297 251 262 276 279 
田 間 宮 小 638 638 610 609 562 
箕 田 小 423 314 309 319 318 
笠 原 小 177 99 95 81 59 
常 光 小 157 171 182 160 142 
鴻 巣 北 小 567 443 414 383 381 
松 原 小 458 357 352 369 365 
赤見台第一小 435 351 335 325 316 
赤見台第二小 346 307 315 329 299 
鴻 巣 中 央 小 593 431 378 375 376 
吹 上 小 657 560 569 577 588 
小 谷 小 183 148 136 112 118 
下 忍 小 526 420 464 489 463 
大 芦 小 196 150 143 136 117 
屈 巣 小 153 195 204 210 191 
共 和 小 98 115 107 84 79 
広 田 小 190 216 228 237 234 
小 計 6,940 5,977 5,860 5,808 5,575 
鴻 巣 中 762 630 591 585 559 
鴻 巣 北 中 426 337 332 304 281 
鴻 巣 西 中 460 438 483 467 474 
鴻 巣 南 中 336 306 272 243 245 
赤 見 台 中 684 429 421 422 442 
吹 上 中 373 371 355 304 319 
吹 上 北 中 427 371 306 319 341 
川 里 中 237 223 229 248 268 
小 計 3,705 3,105 2,989 2,892 2,929 
合 計 10,645 9,082 8,849 8,700 8,504 
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鴻巣市立小・中学校の規模別学校数

※特別支援学級の学級数は含まない

　

ま
た
、
部
活
動
に
つ
い
て
、
各
学
校
で

平
均
す
る
と
、
運
動
部
が
12
団
体
、
文
化

部
が
３
団
体
程
度
活
動
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
数
を
担
当
で
き
る
教
員
数
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

Ｑ　
小
規
模
校
に
も
良
さ
が
あ
る
の
で
は
？

Ａ　
小
規
模
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士

の
絆
が
深
ま
り
や
す
い
こ
と
や
、
学
年
を

超
え
て
の
交
流
が
生
ま
れ
や
す
い
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
「
ク
ラ

ス
替
え
が
で
き
ず
、
人
間
関
係
が
固
定
化

す
る
」「
部
活
動
や
行
事
の
実
施
に
制
約

が
生
じ
る
」「
教
職
員
一
人
が
複
数
の
校

務
を
担
当
す
る
た
め
負
担
が
大
き
い
」
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　
学
校
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た

ら
適
正
配
置
等
を
検
討
す
る
の
？

Ａ　
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
や
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
て
検
討
し

ま
す
。

Ｑ　
適
正
配
置
等
審
議
会
で
示
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
、
今
後
何
に
取
り
組
む
の
？

Ａ　
審
議
会
で
は
次
の
３
つ
の
諮
問
事
項

に
関
し
て
、
継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
通
学
区
域
の
見
直
し

　

中
学
校
の
適
正
配
置
を
視
野
に
、
同
一

小
学
校
か
ら
別
々
の
中
学
校
へ
接
続
し
て

い
る
現
状
を
改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
上
尾

道
路
の
進
捗
状
況
と
将
来
の
児
童
の
推
移

を
見
据
え
、
児
童
の
安
全
な
通
学
路
を
確

保
し
ま
す
。

②
小
中
一
貫
教
育

　

現
在
実
施
し
て
い
る
小
中
連
携
教
育
を

継
続
し
つ
つ
、
先
進
地
事
例
の
調
査
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
一
貫
教
育
推
進
連

絡
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

③
小
学
校
の
適
正
配
置

　

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
通
学
区
域

に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
な
学
年
に
な
る

よ
う
、
適
正
配
置
計
画
を
作
成
し
、
将
来

の
適
正
配
置
を
視
野
に
置
い
た
小
学
校
同

士
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
課
題
と

な
っ
て
い
る
集
団
教
育
活
動
の
制
約
も
改

善
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
現
在
の
具
体
的
な
適
正
規
模
及
び
適

正
配
置
に
つ
い
て
の
取
組
は
？

Ａ　
適
正
配
置
等
審
議
会
の
諮
問
事
項
③

小
学
校
の
適
正
配
置
で
の
検
討
事
項
で
あ

る
、
笠
原
小
学
校
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

４
月
の
鴻
巣
中
央
小
学
校
と
の
統
合
に
向

け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
学
校
の
存
置
を
検
討
す
る
基
準
】

小
学
校
＝
全
学
年
が
単
学
級
に
な
っ
た
状

態
も
し
く
は
予
想
さ
れ
る
状
態
で
あ
っ

て
、
集
団
教
育
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
場

合
、
又
は
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
と
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
、
よ
り
大
き
な
教
育
効

果
が
期
待
さ
れ
る
場
合

中
学
校=
全
校
の
学
級
数
が
４
学
級
以
下

に
な
っ
た
状
態
も
し
く
は
予
想
さ
れ
る
状

態
で
あ
っ
て
、
集
団
教
育
活
動
に
制
約
が

生
じ
る
場
合

区分

規模

小学校 中学校

平成17 令和２ 平成17 令和２

11学級以下
（小規模校） ７校 ８校 ２校 ５校

12～18学級 10校 10校 ４校 ３校

19学級以上
（大規模校） ２校 １校 ２校 ０校

Ｑ　
望
ま
し
い
学
級
数
の
考
え
方
は
？

Ａ　
小
学
校
で
は
、
基
礎
的
な
知
識
及
び

技
能
の
習
得
の
ほ
か
、集
団
生
活
に
慣
れ
、

多
く
の
友
だ
ち
や
、
多
様
な
意
見
な
ど
に

接
す
る
機
会
を
つ
く
る
な
ど
、
通
常
６
年

間
で
複
数
回
の
ク
ラ
ス
替
え
を
経
験
す
る

こ
と
が
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
教
職
員
か
ら
多
様
な
指
導
を
受
け

る
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

中
学
校
は
、
教
科
担
任
制
で
あ
る
た

め
、
９
教
科
に
10
人
の
担
当
教
員
が
必
要

で
す
。
さ
ら
に
授
業
の
充
実
、
学
力
の
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
英
語
の
５
教
科
に
つ
い
て
は

２
人
以
上
を
確
保
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

人
数
を
配
置
す
る
た
め
に
は
９
学
級
以
上

が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特集　未来を担う子どもたちのためにできること特集　未来を担う子どもたちのためにできること
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